
[９] 肘の痛みは、膝に似ている　＋腱付着部痛もある

(1) 肘痛の応急処置・・・ぶり返しも多い。
① どういう動作が辛いか、どういう動作で辛いか
② 肘まわり、特に肘の手平側の痛みがどこにあるか前
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陽経の準備

症状確認

① 手甲引き鍼：いちばん痛い所

① 手首あたり引き鍼：列缺、内関、陰郄のどれか
② 陰経側の肘のシワあたりのツボに刺鍼：上下尺沢、上下曲沢、上下少海陰経の準備
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陽経側だけ刺鍼した場合：手甲の陽経側に引き鍼

陰経側も刺鍼した場合　：頭の散鍼の後、手甲に引き鍼

頭の散鍼

手甲引鍼

陽明経、太陽経が多い（主に伸ばし制限）

動
作
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陽の動作鍼

捻転の動作鍼

太陰経、少陰経が多い（主に曲げ制限）

前腕のいちばん太い辺りにツボ（主に捻転制限）

腱付着部痛 痛む所に腱付着部がある筋の筋腹にツボ（主に上腕側）

陰の動作鍼

※1.制限が前腕と上腕の両方向出ることがある
※2.一鍼ごとに肘関節から遠ざかる（肩、脇の下あたりや手首近くまで調べる）

◎肘の動作鍼：曲げの他、伸ばしや捻転の制限もある（痛む手前でツボ探し）

①陰経側（主に伸ばし制限の場合）
　尺沢～太陰経＆少海～少陰経ライン上の凹み
②陽経側（主に曲げ制限の場合）
　肘頭～陽明経＆肘頭～太陽経ライン上の凹み
③前腕の太い部分（主に捻転制限の場合）　
　前腕の筋の筋腹が多い所

一度、動作を
戻しててから

動作制限確認

制限か所
刺鍼

痛む直前まで
動かしたままで

座位で
肘の動作

◎腱付着部痛の鍼（肘頭の先端の近く、直下が骨の所）
　肘頭の近く、骨に腱が付着している所で痛いとき
　→原因は、その腱の筋腹のシコり
　→→痛む場所から筋溝を辿り、凹んだ所(※)に刺鍼

※比べると、肩より（上腕側）に多い
　　　　　　手首より（前腕側）は少ない


